
研
　
究近

代
経
済
学
批
判
の
目
的
と
方
法
そ
し
て
近
代
経
済
学
の

　
　
　
　
　
　
　
性
格
規
定
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
一
そ
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
関
恒
義
著
「
現
代
資
本
主
義
と
経
済
理
論
」
の
所
説
に
関
連
し
て

小
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進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

一
　
戦
後
日
本
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
径
済
学
と
近
代
経
済
学
と

い
う
「
二
つ
の
径
済
学
」
の
「
交
流
」
、
「
対
決
」
の
出
発
点
は
、
杉
本

栄
一
「
理
論
経
済
学
の
新
課
題
」
（
『
世
界
経
済
評
論
』
創
刊
号
、
昭
和
二
十

一
年
五
月
）
、
木
村
健
康
「
理
論
経
済
学
の
新
課
題
」
　
（
『
世
界
経
済
評
論
』

昭
和
二
十
一
年
七
月
）
、
高
島
善
哉
「
価
値
論
の
復
位
」
（
『
経
済
評
論
』
昭

和
二
十
一
年
八
月
）
、
都
留
重
人
「
経
済
学
の
新
し
い
課
題
－
価
値
法
則

と
杜
会
主
義
的
生
産
様
式
と
の
関
連
」
（
『
世
界
』
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
）

に
お
い
て
あ
た
え
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
提
起
を
受
げ
て
、
そ
の
後
、
　
「
二
つ
の
経
済
学
」
の

「
交
流
」
、
　
「
対
決
」
は
、
　
一
方
で
は
、
近
代
経
済
学
の
立
場
か
ら
、

　
　
　
　
近
代
経
済
学
批
判
の
目
的
と
方
法
　
そ
の
一
（
小
野
）

二
般
均
街
理
論
」
を
近
代
経
済
学
に
お
け
る
共
通
の
理
論
的
地
盤
と

し
て
、
そ
の
基
礎
の
上
に
マ
ル
ク
ス
径
済
学
の
成
果
を
「
批
判
的
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

吸
収
し
よ
う
と
す
る
意
図
の
下
に
展
開
さ
れ
た
。
他
方
で
は
、
マ
ル
ク

ス
経
済
学
の
見
地
か
ら
、
　
「
対
決
」
よ
り
も
「
交
流
」
を
重
視
し
、
マ

ル
ク
ス
経
済
学
体
系
の
中
に
近
代
経
済
理
論
の
成
果
を
批
判
的
に
摂
取

し
よ
う
と
い
う
点
に
あ
り
、
所
謂
「
内
在
的
批
判
」
と
い
う
批
判
方
法

に
よ
り
そ
れ
が
展
開
さ
れ
た
。

　
「
二
つ
の
経
済
学
」
の
「
対
話
」
な
い
し
は
「
対
決
÷
に
関
す
る
論

議
の
集
中
し
た
時
期
は
、
ほ
ぽ
三
つ
の
時
期
に
わ
け
ら
れ
る
。
即
ち
昭

和
二
十
一
年
～
二
十
五
年
ま
で
を
仮
り
に
第
一
期
だ
と
す
れ
ぼ
、
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
　
二
九
）
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期
は
昭
和
三
十
一
年
～
三
十
五
年
（
高
度
成
長
期
の
前
半
）
、
第
三
期
は

昭
和
四
十
一
年
以
後
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
で
あ
る
。

　
第
一
期
は
前
述
の
杉
本
栄
一
氏
を
は
じ
め
と
す
る
諸
氏
の
問
題
提
起

を
出
発
点
と
し
て
、
二
つ
の
経
済
学
の
「
闘
争
」
、
「
共
存
」
論
議
が
活

況
を
呈
す
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
発
表
さ
れ
た
主
要
な
個
々
の

成
果
は
、
　
『
近
代
理
論
経
済
学
と
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
　
　
現
代
経

済
学
と
価
値
論
』
一
（
理
論
社
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
の
論
文
集
が
、

そ
の
後
の
「
二
つ
の
経
済
学
」
論
争
の
理
論
的
展
開
の
原
型
を
規
定
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
名
著
と
い
わ
れ
る
杉
本
栄
一
『
近

代
経
済
学
の
解
明
』
が
で
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
第
二
期
で
の
成

果
は
岸
本
誠
二
郎
・
都
留
重
人
監
修
、
講
座
『
近
代
経
済
学
批
判
』
（
全

四
分
冊
）
の
刊
行
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
お
そ
ら
く
マ
ル
ク
ス
経
済
学
老
の

総
力
を
結
集
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
戦
後
日
本
に
お
げ
る
所
謂
「
近

経
」
批
判
の
集
大
成
的
意
味
を
も
つ
「
大
き
な
成
果
」
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
講
座
『
近
代
経
済
学
批
判
』
を
み
れ
ぼ
マ
ル
ク
ス
経
済

学
者
の
近
代
経
済
学
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
と
そ
の
水
準
が
ど
の

程
度
か
理
解
さ
れ
る
。
第
二
期
は
と
く
に
近
代
経
済
学
批
判
の
個
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

諸
業
績
が
あ
い
つ
い
で
発
表
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
領
域
に
お
い
て
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
年
）
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
（
　
三
〇
）

編
集
部
『
対
決
す
る
二
つ
の
経
済
学
』
が
刊
行
、
昭
和
三
十
四
年

（
一
九
五
九
年
）
『
経
済
セ
ミ
ナ
ー
』
（
一
月
号
）
誌
上
で
の
座
談
会
『
二

っ
の
経
済
学
の
共
通
の
広
但
勿
－
ど
こ
に
そ
れ
を
見
出
す
か
ー
』
に
お
い

て
、
近
代
経
済
学
老
と
マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
が
近
代
経
済
学
と
マ
ル
ク

ス
経
済
学
の
「
対
話
」
に
お
け
る
共
通
の
場
所
を
設
定
し
よ
う
と
す
る

試
み
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
種
の
座
談
会
は
昭
和
二
十
四
年
八
月
号
の

『
経
済
評
論
』
で
「
近
代
経
済
学
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
」
に
お

い
て
、
す
で
に
試
み
ら
れ
た
。
ソ
連
邦
に
お
け
る
「
近
経
」
批
判
の
最

高
水
準
を
示
め
す
、
ブ
リ
ュ
ー
ミ
ン
の
平
館
利
雄
・
宮
崎
義
一
訳
『
近

代
経
済
学
の
再
検
討
』
　
（
上
．
下
東
洋
経
済
）
が
邦
訳
さ
れ
た
の
が
、
昭

和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
年
）
で
あ
る
。
こ
の
同
じ
年
に
、
東
独
に
お
い

て
「
ド
イ
ツ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
経
済
学
研
究
所
」
主
催
の
「
ブ
ル
ジ
ョ

ア
政
治
経
済
学
に
お
け
る
新
し
い
諸
現
象
」
（
茅
毒
向
馨
置
…
畠
彗
ぎ

皆
『
暮
駐
旨
彗
巨
蟹
邑
庁
｝
８
旦
芽
９
９
０
：
ぎ
８
邑
ｏ
）
に
対
す
る
分
析

・
批
判
の
た
め
研
究
会
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
研
究
会
議
に
は
、

杜
会
主
義
諸
国
だ
げ
で
な
く
て
、
資
本
主
義
諾
国
の
経
済
学
者
も
参
加

し
た
。

　
英
国
に
お
い
て
は
、
近
代
経
済
学
（
ケ
イ
ン
ズ
派
）
の
立
場
か
ら
、
マ

ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
摂
取
を
企
図
し
た
の
は
、
有
名
な
ロ
ビ
ン
ソ
ン



女
史
で
あ
る
。
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
年
）
、
ロ
ビ
ソ
ソ
ソ
（
ト
寄
－

９
易
ｇ
）
の
『
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
検
討
　
　
マ
ル
ク
ス
・
マ
ー
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

ヤ
ル
・
ヶ
イ
ソ
ズ
ー
』
が
邦
訳
さ
れ
る
。

　
こ
の
時
期
に
、
日
本
に
お
い
て
近
代
経
済
学
の
立
場
か
ら
マ
ル
ク
ス

径
済
学
の
意
義
に
つ
い
て
把
握
を
試
み
た
も
の
は
、
マ
ル
ク
ス
派
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

「
内
在
的
批
判
」
派
の
末
永
隆
甫
氏
と
論
争
し
た
熊
谷
尚
夫
氏
で
あ
る
。

第
一
期
で
は
近
代
経
済
学
の
見
地
か
ら
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
位
置
づ
け

を
お
こ
な
っ
た
の
は
安
井
琢
磨
氏
で
あ
る
が
、
第
二
期
で
は
熊
谷
氏
が

登
場
さ
れ
る
。
第
二
期
は
以
上
の
よ
う
な
国
際
的
な
諸
成
果
の
影
響
を

受
け
て
、
国
内
で
活
灌
な
論
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
期
と
第
三
期
を
は
さ
ん
で
、
東
独
で
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
経
済
学
批

判
の
た
め
の
研
究
会
議
の
紹
介
が
、
上
林
貞
治
郎
著
『
近
代
経
済
学
と

マ
ル
ク
ス
径
済
学
』
（
昭
和
三
十
七
年
）
に
お
い
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
昭

和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
年
）
に
は
オ
ス
ヵ
ー
ニ
フ
ン
ゲ
の
『
政
治
経
済

　
　
　
　
　
　
（
７
）

学
』
が
訳
出
さ
れ
た
。
最
近
、
戦
前
か
ら
一
貫
し
て
近
代
経
済
学
と
マ

ル
ク
ス
経
済
学
の
「
交
渉
」
を
熱
心
に
主
張
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
大
熊
信

行
氏
に
「
独
創
的
な
一
書
…
…
『
資
本
論
』
百
年
の
い
か
な
る
記
念
事

　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

業
も
お
よ
ぼ
な
い
ほ
ど
」
と
絶
賛
さ
れ
る
、
玉
野
井
芳
郎
『
マ
ル
ク
ス

経
済
学
と
近
代
経
済
学
』
（
昭
和
四
十
一
年
）
が
世
に
問
わ
れ
、
そ
れ
を

　
　
　
　
近
代
経
済
学
批
判
の
目
的
と
方
法
　
そ
の
一
（
小
野
）

契
機
に
二
つ
の
経
済
学
の
「
交
流
」
Ｈ
「
綜
合
」
（
批
判
で
な
い
）
が
、

ま
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
も
て
は
や
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ

の
よ
う
な
「
マ
ル
ク
ス
」
派
内
部
に
お
げ
る
「
綜
合
」
的
傾
向
に
対
し

て
、
批
判
的
な
見
地
を
対
置
し
て
、
月
刊
『
経
済
』
で
は
近
代
経
済
学

批
判
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
第
三
期
の
特
徴
は
、
近
代
経
済
学
派
の
方
か
ら
ほ
と
ん
ど
反
応
を
示

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
・
二
期
で
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
上
で
は
あ
っ
た
が
「
マ
ル
ク
ス
派
」
と
の
論
争
が
た
た
か
わ
さ

れ
た
が
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
げ
る
現
段
階
の
状
態
は
「
二
つ
の
経
済

学
」
が
ま
っ
た
く
「
平
和
共
存
」
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
マ
ル

ク
ス
経
済
学
の
内
部
に
お
げ
る
近
代
経
済
学
に
対
す
る
「
綜
合
」
あ
る

い
は
「
対
話
」
派
の
、
最
近
の
こ
の
よ
う
た
傾
向
、
即
ち
マ
ル
ク
ス
主

義
経
済
学
は
現
象
形
態
の
分
析
あ
る
い
は
機
能
分
析
が
欠
如
し
て
い
る

か
ら
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
不
足
し
た
部
分
は
、
。
現
象
彩
態
の
分
析
あ

る
い
は
機
能
分
析
に
す
ぐ
れ
て
い
る
近
代
理
論
で
補
完
し
よ
う
と
す
る

傾
向
は
、
最
近
の
著
し
い
特
色
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
時
期
に
あ
っ
て
、
最
近
一
橋
大
学
の
関
恒
義
教
授
は
『
現

代
資
本
主
義
と
経
済
理
論
』
（
新
評
論
版
．
一
九
六
八
年
一
月
）
な
る
労
作

を
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
意
義
深
い
。
　
関
教
授
の
労
作
は
、
　
国
内
外
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
（
　
三
一
）
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「
近
経
」
批
判
に
お
げ
る
到
達
点
と
そ
の
批
判
を
ふ
ま
え
て
、
科
学
的

な
観
点
に
立
っ
て
、
近
代
経
済
学
批
判
の
方
法
、
近
代
経
済
学
の
性
格

を
み
き
わ
め
よ
う
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
図
は
高
く
評
価
さ

れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
の
目
的
は
、
関
教
授
の
労
作
を
手
が
か
り
に
、
近
代
経
済
学
批

判
の
目
的
は
何
で
あ
り
、
近
代
経
済
学
批
判
の
方
法
は
ど
う
あ
る
べ
き

で
あ
る
か
、
近
代
経
済
学
の
基
本
性
格
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
た
ら
よ

い
の
か
と
い
う
諸
点
に
つ
い
て
、
私
見
を
開
陳
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
な
お
、
本
稿
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
関
恒
義
教
授
の
所
説
を
と
り

あ
げ
た
理
由
は
、
問
題
意
識
の
面
で
私
と
関
教
授
の
問
に
類
似
し
た
も

の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
と
、
若
干
の
重
要
な
問
題
点
が
あ
る

と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

（
１
）

（
２
）

　
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
と
い
う
場
合
、
所
謂
正
統
派
の
マ
ル
ク
ス
主

義
と
非
正
統
派
的
な
マ
ル
ク
ス
主
義
の
両
者
を
ふ
く
む
広
義
の
意
味
を

論
説
の
展
開
の
都
合
の
上
か
ら
採
用
し
た
。

　
近
代
経
済
学
の
立
場
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
位
置
づ
け
を
典
型

的
に
あ
た
え
ら
れ
た
の
は
、
安
井
琢
磨
氏
で
あ
る
。
　
「
…
…
二
つ
の
理

論
が
互
に
対
立
し
て
い
る
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
あ
る
も
の
が
自

己
の
理
論
に
徹
す
る
代
り
に
、
あ
る
い
は
自
己
の
理
論
に
徹
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
こ
れ
を
超
え
る
代
り
に
、
簡
単
に
両
者
を
「
総
合
」
し
よ
う

三
二
　
（

三
二
）

と
す
る
意
図
が
直
ち
に
表
明
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ
の
注
目
す

べ
き
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
こ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
が
論
者
の
止
む
に

止
ま
れ
ぬ
内
面
的
衝
追
に
出
づ
る
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
丸
立
す

る
緊
張
と
持
続
と
に
耐
え
ず
、
ど
ち
ら
の
側
に
も
い
い
子
に
な
ろ
う
と

す
る
精
神
の
弱
さ
　
　
徹
底
性
の
不
足
１
に
基
く
も
の
で
あ
る
か
は

わ
た
く
し
は
知
ら
ぬ
。
」
　
（
『
近
代
理
論
経
済
学
と
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済

学
現
代
経
済
学
と
価
値
論
』
理
論
社
所
収
、
安
井
琢
磨
「
近

代
経
済
理
論
と
マ
ル
ク
ス
経
済
学
」
一
四
〇
ぺ
ー
ジ
、
旧
か
な
づ
か
い

を
新
か
な
づ
か
い
に
訂
正
し
て
引
用
し
た
。
）
。
　
そ
し
て
近
代
経
済
理

論
の
立
場
か
ら
す
る
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
意
義
に
っ
い
て
っ
ぎ
の
よ
う

に
い
っ
て
い
る
。
　
「
最
も
重
要
な
、
し
か
も
最
も
困
難
な
問
題
は
、
前

者
（
近
代
経
済
理
論
）
が
本
質
上
一
定
の
条
件
の
下
に
お
け
る
経
済
の

シ
ス
テ
ム
の
峯
◎
『
巨
馬
の
理
論
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
（
マ
ル
ク

ス
経
済
学
）
が
何
よ
り
も
先
ず
資
本
主
義
社
会
の
経
済
的
運
動
法
則
の

理
論
で
あ
る
と
い
う
性
格
の
差
で
あ
る
。
…
…
中
略
…
：
・
わ
れ
わ
れ
は

こ
の
性
格
の
差
異
を
、
近
代
経
済
理
論
は
本
質
上
機
能
分
析
（
｛
…
９
◎
－

量
一
§
巴
壱
¢
　
で
あ
り
、
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
は
本
質
上
構
造
分
析

（
。
。
Ｒ
９
巨
§
－
彗
巴
壱
¢
で
あ
る
と
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ
し
て
お
こ

う
。
」
　
（
前
掲
書
、
一
四
七
－
四
八
ぺ
ー
ジ
）
。
さ
ら
に
「
機
能
分
析
は

構
造
分
析
な
く
し
て
も
可
能
で
あ
る
が
、
構
造
分
析
は
機
能
分
析
の
媒

介
な
く
し
て
は
可
能
で
は
な
い
。
し
か
る
に
近
代
経
済
理
論
は
ま
さ
に

マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
含
む
機
能
分
析
に
、
く
み
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

・
…
中
略
…
…
し
た
が
っ
て
近
代
経
済
理
論
が
単
な
る
機
能
分
析
に
甘

ん
じ
な
い
か
ぎ
り
、
み
づ
か
ら
の
機
能
分
析
を
媒
介
と
し
て
い
か
に
マ

ル
ク
ス
的
構
造
分
析
を
把
握
す
る
か
が
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
把
握
し
直



　
　
す
か
が
、
重
大
な
問
題
と
し
て
残
る
で
あ
ろ
う
。
」
　
（
前
掲
書
一
五
〇

　
　
１
五
一
ぺ
－
ジ
）

　
　
　
　
「
一
般
均
衡
理
論
」
が
、
理
論
経
済
学
の
共
通
地
盤
で
あ
る
と
い
う

　
　
解
釈
は
。
木
村
健
康
氏
に
よ
つ
て
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
　
「
世
界
理
論

　
　
経
済
学
の
共
通
地
盤
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
レ
オ
ン
・
ワ
ル
ラ

　
　
ス
や
ヴ
イ
ル
フ
レ
ド
．
パ
レ
ト
に
よ
つ
て
基
礎
を
置
か
れ
た
所
謂
二

　
　
般
的
均
衡
理
論
」
に
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
多
少
注
意
深
い
研
究
者
な

　
　
ら
ば
、
決
し
て
看
過
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
に
ユ
ニ
ー

　
　
ク
な
伝
統
を
誇
る
ケ
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
学
派
や
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
新

　
　
人
た
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
や
シ
カ
ゴ
の
経
済
学
者
た
ち
、

　
　
ス
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ツ
ク
ホ
ル
ム
と
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
の
オ
ス
ロ
を
中
心

　
　
と
す
る
北
欧
学
派
、
さ
ら
に
ナ
チ
ス
の
統
制
の
禍
害
が
未
だ
極
端
に
な

　
　
ら
な
か
っ
た
時
代
の
ウ
ィ
ー
ン
学
派
や
、
ド
イ
ツ
の
理
論
家
た
ち
は
、

　
　
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
伝
統
を
有
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
特
殊
性
を
生
か

　
　
し
つ
つ
最
近
で
は
、
こ
の
共
通
の
地
盤
に
合
流
し
、
あ
る
い
は
こ
の
地

　
　
盤
の
弱
点
の
改
造
を
試
み
、
あ
る
い
は
こ
の
地
盤
に
内
在
す
る
特
殊
問

　
　
題
の
展
開
を
企
図
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
」
　
（
『
近
代
理
論
経
済
学
と
マ

　
　
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
－
現
代
経
済
学
と
価
値
論
　
　
』
木
村
健
康

　
　
「
理
論
経
済
学
の
新
課
題
」
六
九
ぺ
ー
ジ
）
。

（
３
）
　
『
近
代
理
論
経
済
学
と
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
　
　
現
代
経
済
学
と

　
　
価
値
論
１
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
諸
論
文
の
中
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
経

　
　
済
学
の
立
場
か
ら
近
代
理
論
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
る
の
か
を

　
　
二
、
三
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
一
、
大
河
内
一
男
氏
：
「
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
が
単
な
る
政
治
論
や
社
会

　
主
義
建
設
の
経
営
論
に
一
一
垣
入
っ
て
し
ま
っ
た
今
日
、
経
済
理
論
と
し
て

　
　
　
近
代
経
済
学
批
判
の
目
的
と
方
法
そ
の
一
（
小
野
）

の
マ
ル
ク
ス
主
義
が
「
近
代
理
論
」
の
近
年
に
お
け
る
異
常
な
発
展
と

精
密
化
、
分
析
の
具
体
化
の
成
果
を
可
及
的
に
吸
収
－
然
り
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
マ
ル
ク
ス
主
義
の
上
に
立
っ
て
の
「
吸
収
」
で
あ
り
、
「
近

代
理
論
」
の
思
考
方
法
そ
の
も
の
の
拒
絶
の
上
に
で
あ
り
、
ス
イ
ー
ジ

ー
の
断
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
商
品
の
魔
術
性
に
対
す
る
礼
拝
と
物
神

崇
拝
に
陥
ち
込
ん
で
い
る
「
近
代
理
論
」
に
対
す
る
厳
正
な
批
判
の
上

に
立
ち
乍
ら
、
で
あ
る
　
　
す
る
こ
と
は
何
よ
り
も
急
務
で
あ
る
。
」

、
大
河
内
一
男
氏
の
以
上
の
見
解
に
対
し
て
安
井
琢
磨
氏
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
論
評
さ
れ
る
。
　
「
大
河
内
氏
は
－
Ｉ
ｉ
近
代
理
論
の
側
よ
り
す
る
マ

ル
ク
ス
主
義
へ
の
接
近
に
つ
い
て
用
い
た
表
現
を
逆
用
す
れ
ば
、
－

マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
装
備
な
り
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
思
考
方
法
の
枠
の

中
に
近
代
経
済
学
の
個
々
の
理
論
を
ー
マ
ル
ク
ス
経
済
学
と
い
う
一

般
的
共
通
地
盤
が
擬
乱
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
で
１
卜
可
及
的
に
摂
取
す
る

こ
と
を
「
何
よ
り
も
急
雅
」
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

近
代
経
済
学
が
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
と
っ
て
無
意
義
で
な
い
こ
と
、
い

な
大
い
に
意
義
が
あ
る
こ
と
　
　
も
し
そ
う
で
な
け
れ
は
こ
れ
を
批
判

的
に
吸
収
す
る
こ
と
が
「
何
よ
り
も
急
務
」
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
で

あ
ろ
う
１
を
恵
味
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
譲
歩
が
マ
ル
ク

ス
主
義
の
立
場
よ
り
見
て
異
端
で
あ
る
か
否
か
、
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
大

河
内
氏
が
真
正
の
マ
ル
ク
シ
ス
ト
で
あ
る
か
否
か
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ

て
は
一
つ
の
ス
コ
ラ
的
問
題
で
あ
る
（
つ
い
で
に
言
う
、
後
者
の
問
題

の
解
決
は
「
東
条
犯
罪
戦
争
政
権
下
で
も
評
判
よ
く
こ
ん
ど
の
民
主
主

義
時
代
に
も
評
判
の
よ
い
と
い
う
奇
術
の
達
人
天
勝
の
よ
う
な
」
マ
ル

ク
シ
ス
ト
の
存
在
を
認
め
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る
）
。
こ
こ
で
は

た
だ
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
信
奉
者
に
よ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の

三
三
　
　
　
三
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
一
号
）

側
か
ら
、
か
か
る
表
明
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
け
ば
十
分
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
あ
く
ま
で
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
上
に
立
ち
な
が
ら
、

近
代
理
論
の
思
考
方
法
そ
の
も
の
を
否
定
し
つ
つ
、
し
か
も
近
代
理
論

の
成
果
を
批
判
的
に
吸
収
す
る
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
で

あ
り
、
ど
う
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
。
こ
の
重
要
な
一
点

に
関
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
不
幸
に
し
て
大
河
内
氏
か
ら
明
確
な
答
を

き
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
　
（
前
掲
書
、
前
掲
論
文
一
五
六
－
五
七
ぺ

ー
ジ
）
。

一
、
風
早
八
十
二
氏
：
氏
の
見
解
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
近
代
経
済

理
論
は
、
ま
ず
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ジ
ー
の
階
級
闘
争
の
理
論
的
武
器
と
し

て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
近
代
経
済
学
の
階
級
的
基
礎
を
全
体
と
し
て
掴

み
だ
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
っ

ぎ
に
、
方
法
的
批
判
に
お
い
て
も
単
に
そ
れ
の
出
発
点
に
お
け
る
イ
デ

．
オ
ロ
ギ
ー
の
相
違
を
指
摘
す
る
だ
け
で
な
く
、
理
論
体
系
の
内
面
的
矛

盾
、
主
要
な
経
済
的
現
実
に
対
す
る
説
明
の
無
力
を
暴
露
す
る
こ
と
に

裏
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
（
風
早
八
十
二
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
ケ
イ
ン
ズ
批
判
」
二
二
九
～
三
〇
ぺ
ー
ジ
）
。

　
　
風
早
氏
の
見
解
に
対
し
て
安
井
琢
磨
氏
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
非
常
に
き

び
し
い
論
評
を
加
え
ら
れ
る
。
「
風
早
氏
が
近
代
経
済
理
論
を
い
か
な
る

　
も
の
と
見
傲
し
て
い
る
か
は
以
上
で
略
々
明
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
か

　
つ
て
ブ
ハ
ー
リ
ン
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
に
加
え
た
社
会
心
理
的
分
析

　
な
る
も
の
の
徹
底
的
に
俗
流
化
せ
ら
れ
た
拡
大
と
、
同
じ
人
が
オ
ー
ス

　
ト
リ
ア
学
派
に
加
え
た
理
論
的
分
析
の
水
準
か
ら
の
徹
底
的
な
後
退
と

　
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
氏
が
近
代
経
済
学
の
理
論
内
容
の
把
握
に
お
い

　
て
い
か
に
無
力
で
あ
る
か
は
、
そ
の
自
然
利
子
論
の
支
離
減
裂
な
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
（
　
三
四
）

　
と
、
一
般
均
衡
論
、
い
な
均
衡
と
い
う
言
葉
の
意
味
さ
え
正
確
に
理
解

　
し
て
い
な
い
こ
と
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。

　
　
「
草
原
を
這
う
て
い
る
蛇
は
、
頭
を
ち
よ
つ
と
だ
け
見
せ
る
と
、
全
体

　
　
の
大
い
さ
が
わ
か
る
」
と
い
う
筆
法
を
用
う
れ
ば
、
氏
が
近
代
理
論
観

　
　
の
冒
頭
で
述
べ
て
い
る
近
代
理
論
の
発
展
の
系
譜
を
読
ん
だ
だ
け
で

　
　
も
、
氏
の
こ
の
理
論
に
対
わ
る
造
詣
を
測
量
す
る
に
足
る
で
あ
ろ
う
。
」

　
　
（
前
掲
書
、
一
五
五
ぺ
ー
ジ
）
。

（
４
）
　
三
上
隆
三
『
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
の
構
造
』
有
斐
閣
、
昭
和
三
十
一
年
、

　
　
新
野
幸
次
郎
・
置
塩
信
雄
『
ケ
ィ
ン
ズ
経
済
学
』
三
一
書
房
な
ど
す
ぐ

　
　
れ
た
労
作
で
あ
る
。

（
５
）
　
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
年
）
に
Ｆ
・
べ
－
レ
ン
ス
の
邦
訳
『
近
代

　
　
経
済
学
の
生
誕
ー
ゴ
ツ
セ
ン
ヘ
の
批
判
』
　
（
石
津
英
雄
訳
．
岩
波
書

　
　
店
）
１
司
．
思
～
０
易
一
籟
Ｏ
－
冒
庁
｝
Ｏ
易
。
。
９
◎
箒
二
Ｕ
庁
Ｏ
。
げ
一
ユ
箒
『

　
　
考
げ
ｏ
・
彗
ｏ
ｏ
ｇ
邑
臣
ｏ
げ
彗
ト
ｏ
◎
一
〇
〇
ｑ
ｏ
巨
斥
箒
ｏ
・
六
昌
－
訂
－
ｏ
ｏ
冒
易
一
岩
お
・
－

　
　
玉
井
竜
象
訳
編
『
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
批
判
』
日
本
評
論
新
社
、
昭
和
三

　
　
十
二
年
一
一
九
五
七
年
一
。
帥
静
一
紺
、
、
、
勤
一
一
ル
ク
ス
経
済

　
　
学
の
展
開
』
紀
伊
国
屋
書
店
・
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
年
）
等
の

　
　
諸
外
国
の
文
献
が
邦
訳
さ
れ
る
。

（
６
）
　
末
永
１
１
熊
谷
論
争
は
、
雑
誌
一
『
思
想
』
　
（
一
九
六
〇
年
二
月
号
）
、

　
　
雑
誌
『
自
由
』
の
一
九
六
〇
年
の
四
・
六
・
八
月
号
参
照
の
こ
と
。
一

　
　
九
六
一
年
に
は
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
誌
上
で
、
　
関
い
熊
谷
論
争
が
あ

　
　
る
。
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
六
一
年
一
月
三
一
日
号
三
月
二
八
目
号

　
　
参
照
の
こ
と
。

（
７
）
　
同
じ
一
九
六
四
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
『
現
代
資
産
階

　
　
級
経
済
理
論
批
判
』
南
務
印
書
館
資
料
室
編
（
論
文
集
）
三
二
九
頁
が
刊



　
　
　
行
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
日
本
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
社
会
主
義
圏

　
　
　
で
は
、
ソ
連
邦
・
東
独
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
諸
国
の
「
近
経
」
批
判
の

　
　
　
紹
介
は
あ
る
が
、
中
国
の
そ
れ
が
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
は
不
思
議
で

　
　
　
あ
る
。
中
国
の
近
代
経
済
学
批
判
に
か
ん
し
て
は
、
そ
の
他
に
一
九
六

　
　
　
二
年
に
宋
承
生
『
資
産
階
級
経
済
危
機
理
論
批
判
』
上
海
人
民
出
版
社

　
　
　
一
五
八
頁
が
あ
る
．

　
（
８
）
　
『
経
済
セ
ミ
ナ
ー
』
一
九
六
七
年
四
月
号
十
六
ぺ
－
ジ
、
大
熊
信
行

　
　
　
「
マ
ル
ク
ス
経
済
学
と
近
代
経
済
学
」
。

二
　
関
教
授
に
よ
る
と
、
木
書
の
ね
ら
い
は
、
　
「
現
代
資
本
主
義
に
お

げ
る
経
済
理
論
を
批
判
的
に
枚
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
近
代
経
済

学
」
批
判
の
た
め
の
方
法
論
な
い
し
は
歴
史
的
・
実
践
的
た
観
点
を
確

立
す
る
こ
と
に
お
か
れ
て
い
る
。
」
（
ニ
ペ
ー
ジ
）
。
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な

見
地
と
は
、
も
と
も
と
歴
吏
的
・
実
践
的
な
見
地
で
あ
る
か
ら
、
歴
史

的
・
実
践
的
な
観
点
を
確
立
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
見
地
に
た
つ
か
ぎ
り
、
歴
史
的
・
実
践
的
見
地

に
た
つ
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
問
題
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
見

地
か
ら
み
て
、
近
代
経
済
学
批
判
の
方
法
論
は
旦
一
体
的
に
ど
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

も
の
で
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
関
教
授
の
提

言
は
適
切
な
も
の
で
あ
る
。

　
教
授
は
さ
ら
に
、
　
「
近
代
経
済
学
」
は
、
　
「
一
方
で
は
数
学
的
・
技

術
的
な
性
格
を
強
め
て
い
る
と
同
時
に
－
、
他
方
で
は
い
ち
じ
る
し
く
政

　
　
　
　
近
代
経
済
学
批
判
の
目
的
と
方
法
　
そ
の
一
（
小
野
）

策
的
・
実
践
的
な
性
格
を
お
び
て
き
て
い
る
わ
げ
で
、
こ
れ
ら
の
二
つ

の
性
格
は
、
　
「
近
代
経
済
学
」
の
根
幹
を
な
す
均
衡
理
論
を
基
盤
と
し

て
密
接
に
関
連
し
あ
い
相
互
に
補
足
し
あ
っ
て
、
現
代
資
本
主
義
を
擁

護
し
維
持
す
る
た
め
の
基
礎
理
論
を
構
成
し
て
い
る
」
（
ニ
ペ
ー
ジ
）

と
把
握
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
こ
の
よ
う
な
把
握
の
仕
方
で
「
近
代
経

済
学
」
の
基
本
的
性
格
が
お
さ
え
ら
れ
う
る
も
の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
三
篇
、
「
近
代
経
済
学
の
基
本
的
性

格
」
を
と
り
あ
げ
る
さ
い
に
立
入
っ
た
論
評
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
『
経
済
学
批
判
』
の
書
評
の
な
か
で
、
マ
ル
ク
ス
が

『
経
済
学
批
判
』
に
お
い
て
、
　
「
経
済
学
自
身
と
は
す
こ
し
も
関
係
の

な
い
ひ
と
つ
の
別
の
問
題
が
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」

（
国
民
文
庫
．
杉
本
俊
朗
訳
『
経
済
学
批
判
』
二
六
〇
１
六
一
ぺ
ー
ジ
）
と
述

べ
、
そ
れ
は
科
学
を
ど
う
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ

っ
た
と
い
っ
て
い
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
い
う
。
　
「
一
方
に
は
へ
－
ゲ
ル

が
残
し
た
よ
う
な
、
ま
っ
た
く
抽
象
的
で
「
思
弁
的
な
」
姿
を
と
っ
た

へ
－
ゲ
ル
的
弁
証
法
が
あ
り
、
他
方
に
は
、
月
な
み
の
、
現
在
ふ
た
た

び
流
行
と
た
っ
て
い
る
、
根
本
的
に
は
ヴ
ォ
ル
フ
流
の
彩
而
上
学
的
方

法
が
あ
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
学
老
た
ち
も
ま
た
こ
の
方
法
（
形
而

上
学
的
方
法
－
引
用
者
）
に
し
た
が
っ
て
そ
の
脈
絡
の
な
い
分
厚
い
本
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
（
　
三
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
一
号
）

書
い
た
。
こ
の
あ
と
の
方
法
は
カ
ソ
ト
お
よ
び
へ
－
ゲ
ル
に
よ
っ
て
理

論
的
に
打
ち
破
ら
れ
た
…
…
中
略
：
…
・
、
他
方
へ
ー
ゲ
ル
の
方
法
は
、

そ
の
ま
ま
の
形
態
で
は
ま
っ
た
く
役
に
た
た
た
か
っ
た
。
そ
れ
は
本
質

的
に
観
念
論
的
で
あ
っ
た
。
」
（
前
掲
書
二
六
一
ぺ
ー
ジ
）
。
そ
こ
で
、
こ

の
本
質
的
に
観
念
論
的
で
あ
る
へ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
を
唯
物
論
の
基
礎

の
上
に
っ
く
り
か
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
プ
ル
ク
ス
は
「
へ
ー
ゲ
ル
の

論
理
学
か
ら
、
こ
の
領
域
に
、
お
げ
る
へ
－
ゲ
ル
の
真
の
諾
発
見
を
ふ
く

む
核
心
を
取
り
出
し
、
弁
証
法
的
方
法
か
ら
そ
の
観
念
論
的
外
皮
を
剥

ぎ
取
っ
て
、
そ
れ
を
思
想
展
開
の
唯
一
の
正
し
い
形
式
と
な
り
う
る
よ

う
な
簡
単
な
か
た
ち
に
つ
く
り
あ
げ
る
と
い
う
仕
事
を
引
き
受
げ
る
こ

と
の
で
ぎ
た
唯
一
の
人
で
あ
っ
た
…
…
」
　
（
前
掲
書
二
六
二
－
三
ぺ
ー
ジ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ニ
ソ
ゲ
ル
ス
は
さ
ら
に
い
う
。
　
「
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
の
基
礎
を

、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

な
し
て
い
る
方
法
の
完
成
を
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
意
義
に
お
い
て
唯

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
へ
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

物
論
的
根
本
見
解
に
ほ
と
ん
ど
劣
ら
な
い
成
果
で
あ
る
と
考
え
る
。
」

（
傍
点
引
用
者
、
前
掲
書
二
六
三
ぺ
ー
ジ
）
。

　
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
が
こ
こ
で
い
っ
て
い
る
経
済
学
批
判
の
基
礎
を
な
し
て

い
る
方
法
の
完
成
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
り
、
へ

ー
ゲ
ル
の
観
念
論
的
な
弁
証
法
が
唯
物
論
的
に
改
作
さ
れ
た
唯
物
弁
証

法
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
（
三
六
）

　
こ
の
唯
物
論
的
弁
証
法
が
経
済
学
批
判
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
方
法

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
然
、
現
代
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
経
済
学
批
判
の
基
礎

を
な
す
方
法
も
唯
物
論
的
弁
証
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
関
教
授
の
労
作
も
、
し
た
が
っ
て
第
一
篇
の
「
科
学
的
認
識
の
方
法
」

に
お
い
て
、
弁
証
法
的
唯
物
論
と
史
的
唯
物
論
の
成
立
過
程
を
ご
く
簡

単
に
整
理
さ
れ
る
。
そ
し
て
第
二
篇
以
下
の
近
代
経
済
学
の
方
法
を
確

立
す
る
た
め
に
必
要
な
哲
学
上
あ
る
い
は
論
理
学
上
の
特
殊
な
問
題
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
本
篇
は
、
第
二
篇
以
下
の
方
法

的
基
礎
を
準
備
し
て
い
る
。
第
一
篇
「
科
学
的
認
識
の
方
法
」
の
章
別

構
成
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
第
一
章
、
科
学
的
思
考
の
発
生
と
発
展
１

－
一
、
科
学
的
思
考
生
成
の
た
め
の
条
件
、
二
、
科
学
的
思
考
方
法
の
確
立
。
第

二
章
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
基
本
的
性
格
　
　
一
、
弁
証
法
的
唯
物
論
と
史
的
唯
物

論
、
二
、
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
と
科
学
的
社
会
主
義
。
第
三
章
、
弁
証
法
論
理

学
と
形
式
論
理
学
　
　
一
、
論
理
実
証
主
義
の
立
場
、
二
、
弁
証
法
論
理
学
と
形

式
論
理
学
と
の
関
係
。
第
四
章
、
数
学
と
論
理
学
の
関
係
－
一
、
数
学
の
特
質

と
「
現
代
数
学
の
方
法
」
、
二
、
マ
ル
ク
ス
と
数
学
）
。

　
そ
こ
で
、
本
篇
に
お
い
て
教
授
の
い
わ
ゆ
る
「
科
学
的
思
考
」
の
発

生
と
発
展
そ
し
て
確
立
を
、
プ
ル
ク
ス
・
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
．
レ
ｉ
ニ
ソ
の

古
典
的
著
作
に
依
拠
し
な
瓜
ら
簡
単
に
跡
づ
け
ら
れ
、
そ
し
て
結
局
は



弁
託
法
的
唯
物
論
と
史
的
唯
物
論
が
、
正
し
い
科
学
上
の
立
場
で
あ
る

こ
と
が
説
明
さ
れ
る
。
　
「
科
学
的
思
考
の
発
生
と
発
展
」
の
過
程
は
、

ま
た
客
観
的
真
理
に
到
達
す
る
た
め
の
認
識
過
程
で
も
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
教
授
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。
客
観
的
真
理
に
到
達
す
る

認
識
過
程
は
三
段
階
を
経
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
第
一

に
、
現
実
世
界
の
諸
事
物
が
、
白
然
の
最
高
の
産
物
で
あ
る
人
問
の
脳

髄
に
反
映
す
る
。
第
二
に
、
反
映
さ
れ
た
具
体
的
諸
事
物
は
、
一
方
で

は
脳
髄
の
思
考
に
よ
っ
て
抽
象
化
さ
れ
、
他
方
で
は
抽
象
化
さ
れ
た
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

規
定
は
実
践
的
に
検
証
さ
れ
る
。
第
三
に
、
こ
の
よ
う
な
抽
象
的
思
考

　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

と
実
践
的
検
証
の
統
一
と
」
て
客
観
的
真
理
が
え
ら
れ
、
実
在
の
世
界

の
合
法
性
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
。
」
（
傍
点
引
用
者
二
十
－
ぺ
－
ジ
）
。

　
普
通
理
解
さ
れ
て
い
る
認
識
論
で
は
、
認
識
過
程
の
段
階
は
、
図
式

　
　
　
　
　
　
　
（
感
覚
・
知
覚
・
表
象
）
　
（
概
念
・
判
断
１
・
推
理
）

的
に
は
く
実
践
　
　
感
性
的
認
識
－
－
理
性
的
認
識
　
　
再
実

践
Ｖ
の
循
環
往
復
運
動
で
あ
る
。
こ
の
循
環
往
復
運
動
を
か
さ
ね
る
に

し
た
が
っ
て
人
類
の
認
識
が
深
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
教
授
が
、
さ
き
に
説
明
さ
れ
た
認
識
過
程
の
特
徴
は
、
レ
ー
ニ
ン
の

『
祈
学
ノ
ー
ト
」
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
、
　
「
生
き
い
き
と
し
た

直
解
か
ら
抽
象
的
田
心
惟
へ
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
実
践
へ
　
　
こ
れ
が
真

理
の
認
識
の
、
客
観
的
実
在
の
弁
証
法
的
な
道
程
で
あ
る
。
」
（
『
レ
ー

　
　
　
　
近
代
経
済
学
批
判
の
目
的
と
方
法
　
そ
の
一
（
小
野
）

ニ
ン
全
集
』
大
月
書
店
刊
一
四
一
ぺ
ー
ジ
）
に
よ
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
う
の

で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
を
や
は
り
図
式
的
に
表
現
す
れ
ぼ
、
〈
生
き
い

き
と
し
た
直
観
　
　
抽
象
的
思
惟
　
　
実
践
Ｖ
て
あ
る
。
〈
生
き
い
き

と
し
た
直
観
Ｖ
は
、
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ズ
ム
流
に
、
た
ん
に
個
人
的
・
主

観
的
な
直
観
と
塀
釈
し
て
は
い
け
な
い
。
〈
生
き
い
き
と
し
た
直
観
Ｖ

は
前
述
し
た
く
実
践
　
　
感
性
的
認
識
Ｖ
の
段
階
に
対
応
す
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
氏
は
「
抽
象
的
思
考
」
と
「
実
践
的
検
江
」
の
二
つ
の
モ

メ
ン
ト
の
統
一
を
、
科
学
的
認
識
と
し
て
把
握
さ
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う

で
あ
る
が
、
レ
ー
ニ
ン
を
せ
っ
か
く
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

何
故
「
直
観
」
の
契
機
を
加
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、

認
識
の
端
緒
に
実
践
と
い
う
モ
メ
ン
ト
を
何
故
つ
け
加
え
ら
れ
な
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

で
あ
ろ
う
か
。
　
「
こ
れ
が
真
理
の
認
識
の
、
客
観
的
実
在
の
弁
証
法
的

、
　
、
　
へ
、
　
、
　
、

な
道
程
で
あ
る
」
（
傍
点
引
用
者
）
と
、
さ
ぎ
の
レ
ー
ニ
ン
の
引
用
は
ど

う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
、
関
教
授
は
、
「
抽
象
的
思
考
」

の
検
証
と
し
て
の
「
実
践
」
の
契
機
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
が
、
検
証

と
し
て
の
「
実
践
」
で
な
く
て
、
認
識
の
出
発
点
と
し
て
の
「
実
践
」

の
位
置
づ
げ
の
意
義
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
教
授
は
「
近
代
経
済
学
」

批
判
に
お
け
る
実
践
的
立
場
の
確
立
を
強
調
さ
れ
る
こ
と
し
ば
し
ば
で

あ
る
が
、
認
識
論
に
お
け
る
実
践
の
意
義
を
以
上
の
よ
う
に
理
解
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
（
　
三
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
一
号
）

て
い
る
な
ら
ぼ
、
哲
学
的
に
は
、
実
践
的
立
場
の
確
立
は
不
可
能
で
あ

　
　
　
　
　
　
（
２
）

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
二
章
、
　
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
基
本
的
性
格
」

は
、
関
教
授
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か

を
知
る
指
標
に
な
る
。
教
授
の
整
理
の
仕
方
は
、
従
来
の
マ
ル
ク
ス
主

義
の
教
科
書
に
で
て
く
る
よ
う
な
通
説
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
若
干
の

疑
問
点
を
だ
し
て
お
こ
う
。
そ
し
て
も
し
教
授
の
展
開
さ
れ
る
プ
ル
ク

ス
主
義
理
解
が
ゆ
が
み
を
も
つ
と
す
れ
ば
、
近
代
経
済
学
の
性
格
規
定

に
お
い
て
、
そ
れ
が
投
影
さ
れ
、
近
代
経
済
学
批
判
に
も
重
要
な
弱
点

を
さ
ら
げ
だ
す
か
も
し
れ
た
い
。
そ
の
意
味
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
基

本
性
格
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
は
、
重
要
な
意
義
を
も
っ
。

　
第
一
の
疑
間
点
は
、
教
授
が
こ
こ
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
唯
物
弁
証
法

の
基
本
法
則
に
つ
い
て
で
あ
る
。
普
通
そ
れ
は
、
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
『
自
然

弁
証
法
』
の
た
か
で
主
張
さ
れ
た
弁
江
法
の
三
法
則
（
Ｈ
量
か
ら
質
へ
お

よ
び
そ
の
逆
の
法
則
、
ｏ
対
立
物
の
統
一
と
闘
争
の
法
則
、
員
否
定
の
否
定
の
法

則
）
、
あ
る
い
は
ス
タ
ー
リ
ソ
の
『
弁
証
法
的
唯
物
論
と
史
的
唯
物
論
』

に
お
げ
る
四
法
則
（
Ｈ
事
物
を
発
展
に
お
い
て
と
ら
え
る
、
一
〇
事
物
を
他
と

の
連
関
に
お
い
て
と
ら
え
る
、
嘗
量
か
ら
質
へ
、
岡
対
立
物
の
統
一
）
と
し
て

理
解
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
場
合
、
　
「
量
か
ら
質
へ
（
お
よ

び
そ
の
逆
）
」
、
　
「
否
定
の
否
定
」
、
　
「
対
立
物
の
統
一
」
と
三
っ
の
法
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
（
　
三
八
）

が
並
列
的
に
と
り
あ
つ
か
わ
れ
て
お
り
、
三
つ
の
法
則
の
問
の
内
的
関

連
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
し
か
し
て
、
唯
物
弁
証
法
の
根
本
法
則

を
「
対
立
物
の
統
一
と
闘
争
の
法
則
」
ひ
と
っ
で
あ
る
と
考
え
た
ら
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
従
来
は
「
対
立
物
の
統
一
と
闘
争
の
法
則
」

を
ふ
く
め
て
基
本
法
則
は
三
つ
あ
る
い
は
四
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

「
対
立
物
の
統
一
と
闘
争
の
法
則
」
が
唯
一
の
基
本
法
則
で
あ
り
、
爾

余
の
諾
法
則
、
　
「
量
と
質
の
相
互
転
化
の
法
則
」
、
　
「
否
定
の
否
定
の

法
則
」
は
、
　
「
対
立
物
の
統
一
と
闘
争
」
の
根
本
法
則
の
別
の
表
現
で

あ
り
展
開
で
あ
る
。
　
「
量
と
質
の
相
互
転
化
の
法
則
」
は
、
事
物
の
発

展
に
お
げ
る
量
と
質
、
量
の
変
化
と
質
の
変
化
の
「
対
立
物
の
統
二

で
あ
る
。
事
物
の
運
動
は
一
般
的
に
は
二
種
類
の
状
態
を
表
現
す
る
。

量
の
変
化
状
態
　
　
均
衡
状
態
（
矛
盾
の
両
側
面
が
互
い
に
統
一
し
て
い
る

状
態
）
と
、
質
の
変
化
状
態
　
　
統
一
の
分
裂
　
　
均
衡
状
態
の
破
壌
、

そ
し
て
事
物
内
部
の
矛
盾
の
両
側
面
の
闘
争
が
、
量
か
ら
質
へ
、
質
か

ら
量
へ
の
変
化
を
決
定
す
る
。
ま
た
事
物
の
発
展
は
、
否
定
と
肯
定
の

対
立
物
の
統
一
で
あ
る
。
否
定
と
肯
定
の
闘
争
の
結
果
が
、
旧
事
物
を

消
減
さ
せ
、
新
事
物
を
生
み
だ
す
。
し
た
が
っ
て
唯
物
弁
証
法
の
そ
の

他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
現
象
と
本
質
、
原
因
と
結
果
、
内
容
と
形
式
、
部
分
と

全
体
、
特
殊
と
一
般
、
現
実
性
と
可
能
性
、
必
然
性
と
偶
然
性
、
自
由
と
必
然
等



々
）
は
、
事
物
の
発
展
過
程
の
個
々
の
特
殊
な
部
面
に
つ
い
て
の
対
立

物
の
統
一
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
対
立
物
の
統
一
の
法
則
の
規
定

　
　
　
（
３
）

を
う
げ
る
。
　
（
中
国
の
哲
学
雑
誌
『
哲
学
研
究
』
一
九
六
六
年
二
期
、
隔
月

刊
、
三
－
四
ぺ
ー
ジ
参
照
）
。

　
第
二
の
疑
問
点
は
、
周
知
の
古
く
て
新
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
マ
ル

ク
ス
主
義
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
科
学
な
の
か
と

い
う
こ
と
に
か
か
わ
る
問
題
、
な
い
し
は
科
学
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
関

係
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
「
こ
の
よ
う
な
白
然
科
学
の
性
格
と
は
異
な
っ
て
、
杜
会
現
象
を
と

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、

り
あ
つ
か
い
人
問
と
人
問
と
の
関
係
を
対
象
と
す
る
杜
会
科
学
（
お
よ

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

び
人
文
科
学
）
の
領
域
は
、
杜
会
意
識
形
態
と
し
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

と
不
可
分
に
結
合
し
て
い
る
。
と
く
に
階
級
杜
会
に
あ
っ
て
は
、
人
間

と
人
問
と
の
関
係
が
階
級
を
と
る
以
上
、
特
定
の
階
級
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
と
無
関
係
な
杜
会
科
学
の
領
域
は
あ
り
え
な
い
。
資
本
主
義
杜
会
に

お
い
て
は
、
資
本
家
と
労
働
者
の
階
級
対
立
を
反
映
し
て
、
イ
デ
オ
ロ

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ギ
ー
も
ま
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
イ
デ

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

オ
ロ
ギ
ー
と
が
対
立
し
あ
っ
て
い
る
。
」
　
（
傍
点
引
用
者
三
一
ニ
ペ
ー
ジ
）
と

関
教
授
が
い
わ
れ
る
時
、
教
授
に
お
い
て
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
一
個

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
別

　
　
　
　
近
代
経
済
学
批
判
の
目
的
と
方
法
　
そ
の
一
（
小
野
）

の
箇
所
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
は
た
ん
な
る
一
個
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
と

ど
ま
ら
ず
、
科
学
的
世
界
観
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
主

義
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
理
解
・
把
握
す
る
こ
と
は
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー

概
念
の
理
解
の
仕
方
に
依
存
し
て
い
る
。
教
授
で
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

Ｈ
観
念
形
態
一
般
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
も
し
そ
う
い

う
理
解
で
あ
れ
ぼ
、
そ
れ
は
そ
れ
で
了
解
さ
れ
う
る
げ
れ
ど
も
、
本
来
、

マ
ル
ク
ス
が
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ｉ
』
で
規
定
し
て
い
る
独
特
な

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
概
念
は
、
思
想
は
思
想
で
も
、
誤
ま
っ
た
思
想
、
実
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

的
基
礎
を
ゆ
が
め
て
反
映
し
て
い
る
思
想
だ
げ
を
意
味
す
る
。
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
は
実
在
的
諾
関
係
の
歪
曲
さ
れ
た
反
映
で
あ
り
、
上
部
構
造
の

一
要
素
で
あ
る
か
ら
、
必
然
的
に
経
済
的
土
台
の
変
動
に
規
定
さ
れ
る
。

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
発
生
の
経
済
的
基
礎
が
消
減
す
れ
ば
、
そ
れ
と
と
も
に

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
も
消
減
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
生
産
諾
関
係
が
消
減
す
れ
ぱ
、
そ
の
発
生

の
基
盤
が
な
く
な
る
か
ら
消
減
す
る
。
科
学
は
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
と
ち
が

っ
て
上
部
構
造
に
属
さ
な
い
か
ら
、
経
済
的
構
造
の
変
化
に
依
存
し
な

い
。
こ
れ
は
自
然
科
学
を
み
れ
ぼ
理
解
さ
れ
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
経
済

理
論
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
と
い
わ
れ
る
所
以
は
、
そ
れ

ら
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
諾
利
害
の
た
め
に
、
現
実
的
基
礎
を
ゆ
が
め
て
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
（
　
三
九
）
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映
し
て
い
る
理
論
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
自

已
の
利
害
の
た
め
に
客
観
的
現
実
を
歪
曲
す
る
よ
う
な
必
要
も
物
質
的

根
拠
も
も
た
な
い
。
そ
れ
故
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
実
体
的
基
礎

を
客
観
的
に
反
映
す
る
思
想
を
も
つ
可
能
性
が
存
在
し
て
い
る
。
マ
ル

ク
ス
主
義
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ｉ
ト
の
理
論
的
武
器
に
な
り
得
た
の
は
、

そ
れ
が
、
客
観
的
現
実
を
反
映
し
て
い
る
思
想
と
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
実
践
目
的
に
役
立
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
、
■

、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
現
実
的
基
礎
を
客
観
的
に
認
識
す
る
可
能

性
を
も
つ
が
、
可
能
性
を
現
実
性
に
変
化
せ
し
め
る
に
は
、
科
学
活
動

の
媒
介
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
科
学
活
動
を
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
の
立
場
に
た
っ
て
お
し
す
す
め
た
の
が
マ
ル
ク
ス
で
あ
っ

た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
立
場
は
科
学
的
認
識
を
保
障
す
る
根
本
的

な
立
脚
点
で
あ
る
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
立
場
即
ち
科
学
的
認
識

で
は
な
い
。
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
は
、
そ
の
よ
っ
て
立
つ
階
級
的
立
場
故

に
科
学
的
認
識
が
、
そ
の
端
緒
に
お
い
て
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。
け
れ

ど
も
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
限
界
の
枠
の
中
で
、
科
学
的
活
動
を
通
じ
て
・
一

定
の
客
観
的
現
実
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

的
利
害
の
障
壁
の
故
に
、
科
学
活
動
を
徹
底
的
に
お
し
す
す
め
る
こ
と

は
て
き
ず
　
　
科
学
活
動
の
徹
底
化
は
、
フ
ル
シ
ョ
ワ
的
利
害
に
衝
突

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
（
　
四
〇
）

す
る
１
客
観
的
現
実
を
ゆ
が
め
て
説
明
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
一
般
的
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
諸
理
論
に
は
、
科
学
的
部
分
と
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
部
分
が
混
在
し
て
い
る
。
経
済
学
批
判
に
お
い
て
は
、
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
的
諸
理
論
の
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
部
分
を
取
り
除
ぎ
、
科
学
的
部

分
を
摂
取
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
立
場
は
、
失
う
べ
き
何
も
の
を
も
も
た
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
い
う
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
実
体
的
根
拠
を
示
す
実
体
概
念
で
あ
る

と
同
時
に
、
そ
の
実
体
的
根
拠
か
ら
抽
出
さ
れ
た
、
客
観
的
認
識
を
得

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
た
め
の
方
法
概
念
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
理
論
的
に
は
、
歴
史
的
条

件
の
変
化
に
し
た
が
っ
て
、
客
観
的
認
識
の
基
礎
に
た
る
べ
き
実
体
的

根
拠
　
　
現
代
で
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
で
あ
る
が
ー
が
変
化
す
る

た
ら
ぱ
、
実
体
的
根
拠
か
ら
抽
象
さ
れ
る
方
法
概
念
も
変
化
す
る
で
あ

ろ
う
。

　
以
上
の
べ
た
こ
と
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
一
環
と
し

て
の
近
代
経
済
学
を
批
判
す
る
一
般
的
前
提
を
彩
成
す
る
。
即
ち
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
立
場
こ
そ
が
、
科
学
的
認
識
を
得
る
た
め
の
唯
一

、
　
　
、
　
　
　
、

の
立
場
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ュ

ン
ペ
ー
タ
ー
（
－
声
ｃ
っ
ｏ
ぎ
昌
豆
３
の
如
く
、
　
科
学
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
分
離
を
強
調
す
る
立
論
に
対
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
こ
そ
が
、
科
学



と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
分
離
し
、
不
断
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
批
判
を
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

き
た
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
近
代
経
済
学
こ
そ
、
よ
っ
て
立
っ
実
体

的
根
拠
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
は
じ
め
か
ら
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
発
生
の
客

観
的
基
礎
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
の
特
色
は
、
自
ら
の
階
級
性
を
自
覚
し
て
い
る

こ
と
と
、
科
学
方
法
論
と
し
て
の
機
能
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

弁
証
法
的
唯
物
論
と
旧
唯
物
論
の
ち
が
い
の
一
つ
は
、
弁
証
法
的
唯
物

論
が
科
学
方
法
論
の
役
割
を
果
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
関
教
授
の
弁
証
法
的
唯
物
論
の
性
格
に
つ
い
て
説
明
は
、
教
科
書
的

な
解
説
の
領
域
を
で
て
い
な
い
。
弁
証
法
的
唯
物
論
の
性
格
と
し
て
科

学
的
認
識
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
．
区
別
す
る
用
具
（
ツ
ー
ル
）
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
お
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
マ
ル

ク
ス
主
義
哲
学
は
、
他
の
哲
学
と
異
な
っ
て
、
科
学
的
認
識
と
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
ふ
る
い
わ
げ
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
。

　
シ
ュ
ソ
ベ
ー
タ
ー
は
、
科
学
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
区
別
と
い
う
原
則

を
適
用
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
（
科
学
）
を
「
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
」

で
あ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
か
ら
き
り
は
な
そ
う
と
す
る
。
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
経
済
学
は
、
科
学
か
ら
の
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
（
階
級
性
）
を
排
除
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
排
除
し
た

　
　
　
　
近
代
経
済
学
批
判
の
目
的
と
方
法
　
そ
の
一
（
小
野
）

か
の
よ
う
に
装
っ
て
い
る
が
、
科
学
的
認
識
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
ふ
る

い
わ
げ
る
方
法
を
も
た
な
い
。

最
後
に
。
、
近
代
経
済
学
批
判
と
い
う
観
点
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の

基
本
的
性
格
の
意
義
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
も
、
マ
ル
ク
ス

主
義
の
立
場
が
唯
一
の
科
学
的
・
客
観
的
な
視
角
で
あ
る
こ
と
を
か
さ

ね
て
強
調
し
て
お
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
点
が
ぬ
け
る
と
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
近
代
経
済
学
と
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
相

違
は
、
立
場
の
相
違
に
還
元
さ
れ
、
相
対
主
義
に
転
落
し
、
思
想
の

「
平
和
共
存
」
が
生
じ
る
。
こ
の
意
味
で
、
近
代
経
済
学
批
判
は
、
基

本
的
に
は
「
絶
対
的
」
、
　
「
超
越
的
」
批
判
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｌ
か
し
、
こ
の
こ
と
は
所
謂
「
内
在
的
批
判
」
が
不
必
要
で
意
義
を
も

た
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　
所
謂
「
内
在
的
批
判
」
派
を
代
表
す
る
戦
後
日
本
に
お
げ
る
典
型
的

な
見
解
は
、
故
杉
本
栄
一
氏
と
末
永
隆
甫
教
授
等
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ

た
。
　
「
内
在
的
批
判
」
は
、
近
代
経
済
学
の
「
内
在
的
理
解
」
を
基
礎

に
、
近
代
経
済
学
の
内
在
的
論
理
に
即
し
て
論
理
の
不
整
合
を
つ
い
て

い
く
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
近
代
経
済
学
に
対
す
る
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

定
的
な
批
判
に
な
ら
な
い
。

　
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
と
近
代
経
済
学
の
二
つ
の
経
済
学
体
系
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
（
四
一
）
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従
来
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
学
性
（
真
理
性
）
を
主
張
し
て
い
る
。
　
「

二
つ
の
経
済
学
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
真
理
性
を
主
張
し
う
る
論
理
学
的
根

拠
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
学
体
系
に
お
い
て
、
論
理
の
出
発
点
が
あ
た

え
ら
れ
る
な
ら
ぼ
、
そ
の
あ
と
は
、
そ
の
論
理
の
整
合
性
を
、
実
証
的

な
諾
事
実
に
よ
っ
て
辻
棲
を
あ
わ
せ
て
い
け
ぱ
論
理
的
整
合
性
が
得
ら

れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
論
理
の
出
発
点
を
い
か
な

る
点
に
求
め
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
大
に
な
っ
て
く
る
。
一
般
的
に
は
、

一
定
の
問
題
に
対
す
る
関
心
が
、
一
定
の
端
初
を
選
択
す
る
動
機
を
決

定
す
る
。
実
際
は
、
問
題
が
端
初
を
規
定
す
る
の
で
は
た
く
、
間
題
提

起
の
形
態
で
あ
る
。
如
何
な
る
間
題
を
如
何
な
る
動
機
か
ら
如
何
な
る

雅
態
で
提
出
す
る
か
が
、
理
論
体
系
の
科
学
性
の
内
容
を
規
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
－
、

　
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
と
近
代
経
済
学
を
、
論
理
の
首
尾
一
貫
性
と

い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
な
ら
ば
、
両
老
と
も
、
と
く
に
近
代
経
済
学

も
論
理
の
首
尾
一
貫
性
が
あ
り
科
学
性
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
の
で
あ

（
７
）

る
。
し
か
し
、
理
論
構
成
を
、
そ
の
動
機
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
端
初
の

選
択
の
仕
方
に
よ
り
、
即
ち
問
題
提
起
の
仕
方
に
よ
っ
て
み
て
い
く
な

ら
ぱ
、
二
っ
の
経
済
学
体
系
の
真
理
性
は
、
論
理
学
的
に
は
同
格
と
は

い
え
な
い
。
そ
こ
で
、
ど
の
問
題
提
起
の
仕
方
の
方
が
よ
り
正
当
で
あ

る
か
が
間
題
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
（
　
四
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
ど
の
問
題
提
出
が
よ
り
正
当
で
あ
る
か
は
、
問
題
提
起
者
が
、
ど
の

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

よ
う
た
間
題
を
自
分
自
身
に
と
っ
て
の
間
題
と
し
て
提
起
せ
ざ
る
を
得

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

な
い
よ
う
な
杜
会
的
条
件
の
下
に
お
か
れ
て
い
る
の
か
に
依
存
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
間
題
提
起
は
階
級
的
利
害
か
ら
決
定
さ
れ
る
。
階

級
的
利
害
は
階
級
の
主
観
で
あ
り
、
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
階

級
主
観
に
基
礎
を
お
く
問
題
提
出
、
問
題
提
起
の
仕
方
が
正
当
で
あ
る

と
い
う
証
明
に
は
な
ら
な
い
。
間
題
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
主
観

的
利
害
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
の
主
観
的
利
害
と
は
正
反
対
に
、
資
本

主
義
杜
会
の
運
動
法
則
の
客
観
的
必
然
性
に
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
故
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
階
級
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
異
な

っ
て
、
正
当
た
間
題
提
起
を
端
初
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
当
な
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

論
構
成
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
一
般
的
な
原
則
か
ら
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
近
代
経
済
学
の

批
判
の
方
法
と
し
て
の
「
内
在
的
批
判
」
は
、
理
論
体
系
を
規
定
す
る

論
理
の
端
初
を
不
問
に
ふ
し
て
、
近
代
経
済
理
論
の
論
理
の
不
整
合
性

を
追
求
し
て
い
く
や
り
方
は
当
然
一
定
の
限
界
を
と
も
な
わ
ざ
る
を
得

た
い
。

　
近
代
経
済
学
批
判
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
言
及
す
る
つ

も
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
こ
の
程
度
に
お
さ
え
て
お
く
。



（
１
）

（
２
）

　
近
代
経
済
学
批
判
の
方
法
論
の
確
立
の
た
め
の
一
般
灼
指
針
は
、
マ

ル
ク
ス
経
済
学
の
方
法
論
で
あ
る
。
何
故
な
ら
マ
ク
ル
ス
経
済
学
は
経

済
学
批
判
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
上
山
春
平
氏
は
そ
の
著
『
弁
証
法
の
系
譜
』
　
（
未
来
杜
）
の
中
で
マ

ル
ク
ス
主
義
論
理
学
（
認
識
論
）
に
閑
す
る
古
典
的
文
献
と
し
て
、
臼

レ
ー
ニ
ン
の
『
哲
学
ノ
ー
ト
』
と
毛
沢
東
の
『
実
践
論
』
を
あ
げ
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
っ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
お
ら
れ
る
。
　
「
こ
の

二
冊
の
木
の
貢
献
は
、
経
済
理
論
に
た
い
す
る
『
資
本
論
』
の
貢
献
に

匹
敵
し
う
る
ほ
ど
決
定
的
な
も
の
と
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ど
ち

ら
も
、
　
『
資
本
論
』
　
（
な
ら
び
に
『
経
済
学
批
判
』
お
よ
び
『
剰
余
価

値
学
説
史
』
）
の
よ
う
な
メ
ン
ミ
ツ
な
，
学
説
批
判
を
欠
い
て
い
る
し
、

理
論
構
成
の
面
で
も
『
資
本
論
』
ほ
ど
が
っ
ち
り
し
て
い
る
と
は
い
え

な
い
。
」
（
四
五
ぺ
ー
ジ
）
と
は
い
っ
て
も
、
二
冊
の
本
の
成
果
を
否
定

す
る
根
拠
に
な
ら
な
い
と
し
て
、
　
『
哲
学
ノ
ー
ト
』
の
成
果
と
し
て
つ

ぎ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
マ
ル
ク
ス
は
、
　
『
フ
ォ
ィ
エ
ル
バ
ッ
ハ
ニ
ア
ー
ゼ
』
に
お
い
て
、
フ

ォ
ィ
ェ
ル
バ
ッ
ハ
を
ふ
く
む
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
唯
物
論
者
が
、
抽
象
的
思

考
の
モ
メ
ン
ト
を
強
調
す
る
観
念
論
に
対
抗
し
て
逆
に
直
観
の
モ
メ
ン

ト
の
み
を
強
調
す
る
の
を
批
判
し
、
直
観
の
モ
メ
ン
ト
と
実
践
の
モ
メ

ン
ト
の
統
一
的
把
握
こ
そ
弁
証
法
的
唯
物
論
の
見
地
に
立
つ
認
識
論
の

基
本
的
課
題
で
あ
る
と
し
た
が
、
レ
ー
ニ
ン
は
、
一
歩
す
す
め
て
、
直

観
と
実
践
の
モ
メ
ン
ト
に
抽
象
的
思
考
の
モ
メ
ン
ト
を
加
え
、
こ
の
三

つ
の
モ
メ
ン
ト
の
統
一
的
把
握
こ
そ
マ
ル
ク
ス
主
義
論
理
学
（
認
識
論
）

の
目
的
と
し
た
。

　
『
実
践
論
』
の
成
果
は
、
『
哲
学
ノ
ー
ト
』
に
お
け
る
へ
ー
ゲ
ル
論

近
代
経
済
学
批
判
の
目
的
と
方
法
　
そ
の
一

（
小
野
）

（
３
）

（
４
）

理
学
の
唯
物
論
的
改
造
の
成
果
を
継
承
し
、
弁
証
法
的
唯
物
論
の
認
識

論
の
基
本
的
骨
組
を
体
系
的
に
解
明
し
た
。
　
『
哲
学
ノ
ー
ト
』
は
実
践

と
検
証
の
一
関
係
を
蚕
調
し
た
が
、
『
実
践
論
』
の
成
果
は
、
実
践
が

「
反
映
」
に
と
っ
て
不
可
欠
な
条
件
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
社
会
的

実
践
の
基
本
を
生
産
活
動
に
す
え
て
、
実
践
と
認
識
の
関
係
を
と
ら
え

な
お
す
考
え
を
展
開
し
、
吏
的
唯
物
論
と
弁
証
法
論
理
学
（
認
識
論
）

の
関
係
を
明
確
に
し
た
。

　
武
谷
三
男
「
自
然
の
論
理
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

い
っ
て
い
る
。
「
対
立
物
の
統
一
は
弁
証
法
の
最
も
基
本
的
な
法
則
で

あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
対
立

の
統
一
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
対
立
の
統
一
は
そ

の
部
面
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
と
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
何
か

公
式
の
よ
う
に
形
の
き
ま
っ
た
も
の
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
あ
る
。
」
『
続
弁
証
法
の
諾
問
題
』
一
一
八
－
一
九
ぺ
ー
ジ
。

　
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
で
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
概
念
の
特
質
は
、

○
観
念
形
態
が
あ
た
か
も
経
済
的
土
台
か
ら
ま
っ
た
く
独
立
し
て
い
る

よ
う
な
外
見
上
の
性
格
い
虚
偽
の
独
立
性
を
も
つ
と
い
う
こ
と
、
ｏ
以

上
の
こ
と
か
ら
、
本
来
の
実
体
的
基
礎
を
顛
倒
し
た
り
歪
曲
し
た
り
す

る
性
格
を
も
っ
。
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
経
済
学
は
一
個
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
経
済
学
批
判
は
資
本
主
義
社
会
の
批
判

の
一
環
と
し
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
。
何
故
な
ら
ば
、
資
本
主
義
社
会

の
経
済
的
土
台
の
批
判
は
、
経
済
的
土
台
の
理
論
的
Ｈ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
表
現
で
あ
る
経
済
学
の
批
判
と
相
ま
っ
て
は
じ
め
て
徹
底
し
た
も
の

に
な
る
。
　
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
規
定
か
ら

わ
れ
わ
れ
は
経
済
学
批
判
の
方
法
を
学
び
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、

四
三
　
（
　
四
三
）
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）

　
　
資
本
主
義
社
会
の
実
在
的
基
礎
と
の
つ
な
が
り
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ

　
　
　
っ
て
、
そ
の
独
立
性
の
虚
偽
で
あ
る
こ
と
を
暴
露
し
、
同
時
に
そ
の
顛

　
　
倒
性
・
歪
曲
性
を
暴
露
す
る
と
い
う
方
法
。
そ
し
て
そ
れ
は
当
然
、
社

　
　
会
の
経
済
的
構
造
の
分
析
に
す
す
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
経
済
学
批
判
は

　
　
経
済
批
判
「
体
系
の
叙
述
」
を
ど
う
し
て
も
必
要
と
す
る
。

　
（
５
）
　
宇
野
経
済
学
も
科
学
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
分
離
を
強
調
す
る
が
、
そ

　
　
れ
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
立
場
１
１
階
級
的
立
場
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

　
　
し
て
排
除
し
て
し
ま
う
点
に
あ
り
、
こ
の
意
味
で
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
的

　
　
分
離
論
と
同
一
で
あ
る
。

　
（
６
）
　
近
代
経
済
学
の
批
判
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
回
の
別
稿
で
の
べ
る
予

　
　
定
で
あ
る
か
ら
、
ピ
こ
で
は
必
要
な
か
ぎ
り
の
論
述
に
と
ど
め
て
お

　
　
く
。

　
（
７
）
　
論
理
の
首
尾
一
貫
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
経
済
学
を
み

　
　
　
る
な
ら
ば
、
ワ
ル
ラ
ス
Ｈ
ヒ
ッ
ク
ス
的
な
一
般
均
衡
理
論
の
方
が
ケ
ィ

　
　
　
ン
ズ
経
済
学
の
体
系
よ
り
首
尾
一
貫
し
て
い
る
。
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
経
済
学

　
　
　
は
、
一
般
的
に
い
っ
て
、
資
本
主
義
の
矛
盾
が
激
化
す
る
に
し
た
が
っ

　
　
　
て
、
そ
の
論
理
の
首
尾
一
貫
性
（
体
系
性
）
は
破
壊
さ
れ
て
く
る
。

　
（
８
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
　
『
戸
坂
潤
全
集
』
第
二
巻
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

　
　
概
論
」
一
四
八
－
四
九
ぺ
ー
ジ
参
照
の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

三
　
ケ
イ
ン
ズ
（
－
芦
内
２
易
Ｏ
）
の
『
確
率
論
』
は
、
経
験
科
学
Ｏ
基

礎
と
し
て
の
「
新
し
い
種
類
の
論
理
学
」
の
解
明
に
あ
る
と
す
れ
ぱ
、

即
ち
経
験
科
学
の
方
法
論
を
と
り
あ
つ
か
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
　
『
一

般
理
論
』
の
徹
底
的
た
解
明
は
、
同
時
に
『
確
率
論
』
の
解
明
を
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
（
　
四
四
）

な
わ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、
そ
れ
は
、
丁
度
、

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
『
論
理
学
体
系
』
と
そ
の
『
経
済
学
原
理
』
の
関
係
、

Ｗ
・
Ｓ
・
ジ
エ
ボ
ン
ス
の
『
科
学
原
理
』
と
そ
の
『
経
済
学
原
理
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

関
係
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
意
味
で
、
　
『
確
率
論
』
が
ケ
イ
ソ
ズ
経
済
学
の
哲
学
的
基
礎
を

構
成
す
る
も
の
で
あ
れ
ぱ
、
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
の
徹
底
的
批
判
は
、

『
確
率
論
』
に
ま
で
立
入
っ
た
検
討
を
加
え
た
げ
れ
ぱ
、
表
面
的
な
批

判
に
終
る
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
日
本
に
お
け
る
ケ
イ
ソ
ズ
経
済
学
批
判

は
、
こ
の
側
面
か
ら
の
接
近
が
ま
っ
た
ぐ
欠
如
し
て
お
っ
た
と
い
っ
て

い
い
だ
ろ
う
。
総
じ
て
、
近
代
経
済
学
の
批
判
的
検
討
に
お
い
て
は
、

近
代
経
済
学
の
論
理
的
基
礎
匁
い
し
は
哲
学
的
基
礎
ま
で
掘
下
げ
て
考

察
を
加
え
な
げ
れ
ぱ
近
代
経
済
学
批
判
が
完
成
し
な
い
と
す
れ
ぱ
、
マ

ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
哲
学
的
基
礎
な
い
し
は
論
理
的
基
礎
、
即
ち
弁

証
法
的
唯
物
論
と
弁
証
法
論
理
学
、
と
り
わ
け
弁
証
法
論
理
学
と
形
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

論
理
学
の
関
係
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
と
く
に
１
必
要
で
あ
る
。

　
関
教
授
は
本
書
の
第
三
章
、
「
弁
証
法
論
理
学
と
彩
式
論
理
学
、
」
に

お
い
て
弁
証
法
論
理
学
と
彩
式
論
理
学
の
関
係
に
つ
い
て
若
干
の
考
察

を
加
え
ら
れ
る
。

　
教
授
に
よ
る
と
認
識
・
思
考
の
方
法
を
解
明
す
る
科
学
と
し
て
の
論



理
学
に
は
、
弁
証
法
論
理
学
と
形
式
論
理
学
の
二
つ
が
あ
る
。
近
代
経

済
学
の
哲
学
的
基
礎
と
Ｌ
て
の
論
理
実
証
主
義
・
分
析
哲
学
の
立
場
は
、

弁
証
法
論
理
学
を
無
視
す
る
か
、
弁
証
法
論
理
学
白
体
の
成
立
を
頭
か

ら
否
定
し
て
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
仮
設
と
」
て
の
あ
る
命
題
が
、
演
澤
論
理
（
形
式
論
理
学
）
の
論
理

計
算
に
よ
っ
て
、
直
接
の
経
験
か
ら
え
ら
れ
る
観
察
命
題
に
変
彬
さ
れ

る
と
き
、
こ
の
命
題
は
真
で
あ
る
と
い
い
、
観
察
命
題
と
矛
盾
す
る
と

き
は
偽
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
観
察
命
題
に
変
形
さ
れ
る
か
さ
れ
な
い

か
わ
か
ら
な
い
ぼ
あ
い
に
は
、
た
し
か
な
こ
と
は
い
え
な
い
わ
げ
で
、

し
た
が
っ
て
偽
似
命
題
と
い
わ
れ
る
。
」
　
（
四
三
ぺ
ー
ジ
）
。
こ
れ
は
、
関

教
授
に
よ
る
論
理
実
証
主
義
な
い
し
は
分
析
哲
学
の
立
場
の
認
識
方
法

の
要
約
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
教
授
は
仮
設
の
設
定
、
論
理
の
適
用
に
つ
い
て
論
評
を
っ

ぎ
の
よ
う
に
加
え
ら
れ
る
。
　
「
弁
託
法
的
唯
物
論
で
は
、
…
…
客
観
的

実
在
の
合
法
則
性
が
脳
髄
に
反
映
し
思
考
を
と
お
し
て
認
識
さ
れ
、
こ

の
認
識
が
実
践
を
と
お
し
て
検
旺
さ
れ
る
、
と
い
う
過
程
を
く
り
か
え

し
お
こ
な
う
歴
史
的
過
程
の
な
か
で
、
客
観
的
真
理
は
あ
き
ら
か
に
な

っ
て
い
く
わ
げ
で
あ
る
か
ら
、
論
証
さ
れ
る
べ
き
あ
ら
た
な
問
題
な
い

し
命
題
は
、
歴
史
的
な
科
学
活
動
か
ら
の
総
結
集
と
い
う
彩
で
提
出
さ

　
　
　
　
近
代
経
済
学
批
判
の
目
的
と
方
法
　
そ
の
一
（
小
野
）

れ
、
そ
れ
自
体
が
客
観
的
な
某
準
を
も
っ
て
お
り
、
た
ん
な
る
悠
意
的

な
仮
設
で
は
な
い
。
…
…
論
理
実
証
主
義
の
立
場
で
は
、
仮
設
設
定
の

論
理
が
欠
如
し
て
い
る
た
め
に
、
仮
設
は
、
何
ら
か
の
客
観
的
な
規
準

な
い
し
は
背
景
に
も
と
づ
い
て
設
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
個
人
的
・

主
観
的
嗜
好
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
観
念
の
産
物
と
み
な
さ
れ
ざ
る
を

え
な
い
。
」
　
（
四
三
ぺ
ー
ジ
）
。
論
理
実
証
主
義
と
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
と
が

結
合
し
た
分
析
哲
学
に
あ
っ
て
も
仮
説
は
、
論
理
実
証
主
義
の
立
場
と

同
様
に
仮
設
の
盗
意
的
な
設
定
で
あ
る
こ
と
は
変
り
は
な
い
。

　
論
理
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
　
「
形
式
論
理
学
だ
け
を
論
理
学
と
み
な

す
と
い
う
狭
腱
な
枠
の
な
か
で
論
証
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
立
場
か
ら
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
部
分
的
な
知
識
だ
け
し
か
え
ら

れ
ず
、
発
展
や
運
動
な
い
し
は
変
化
に
か
ん
す
る
知
識
は
、
宗
教
の
諸

命
題
と
ま
っ
た
く
同
一
視
さ
れ
て
、
そ
の
真
偽
の
ほ
ど
は
論
証
で
き
な

い
偽
似
命
題
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
う
。
の
み
な
ら
ず
、
形
式
論
理
学
の

前
提
で
あ
る
事
物
の
属
性
に
か
ん
す
る
不
変
性
、
静
止
性
、
固
定
性
を

不
当
に
一
般
化
し
て
事
物
そ
の
も
の
の
性
格
と
み
な
す
の
で
あ
る
か
ら
、

典
型
的
な
形
而
上
学
の
立
場
に
た
つ
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
」

（
四
三
－
四
四
ぺ
ｉ
ジ
）
。

　
し
か
し
、
問
題
は
論
理
実
託
主
義
で
あ
れ
分
析
哲
学
で
あ
れ
プ
ラ
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
。
五
　
（
　
四
五
）
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マ
テ
イ
ズ
ム
で
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
立
場
の
認
識
方
法
の
論
理
の
構
造
自

体
が
観
念
的
な
の
で
あ
る
。
関
教
授
の
よ
う
に
仮
設
設
定
に
つ
い
て
は

論
理
実
証
主
義
の
立
場
は
観
念
的
で
あ
り
、
弁
証
法
的
唯
物
論
は
歴
史

的
な
科
学
活
動
の
総
括
と
し
て
問
題
が
あ
る
い
は
命
題
が
提
起
さ
れ
、

そ
れ
自
体
が
杜
会
的
・
歴
史
的
な
反
映
で
あ
り
、
客
観
的
基
準
を
も
っ

て
お
り
、
し
た
が
っ
て
論
理
実
証
主
義
が
仮
設
設
定
の
論
理
が
欠
如
し

て
い
る
と
批
判
さ
れ
る
だ
げ
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
〈
仮
説
　
　
演
緯

　
　
検
証
Ｖ
と
い
う
論
理
が
観
念
的
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
弁
証
法
論
理
学
と
の
関
連
の
彩
式
論
理
学
の
意
義
と
限
界
と
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
の
理
由
は
、
今
日
の
近
代
経
済
学
が
、
記
号
論
理
学
と

か
数
学
的
論
理
学
と
い
う
新
し
い
形
式
論
理
学
を
認
識
の
方
法
の
基
礎

に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
　
「
彫
式
論
理
学
の
も
つ
意

義
と
役
割
と
限
界
を
あ
き
ら
か
に
し
、
歪
曲
さ
れ
た
偏
見
か
ら
解
放
し
、

こ
れ
を
科
学
活
動
の
な
か
に
正
し
く
位
置
づ
け
る
こ
と
、
こ
れ
は
弁
証

法
的
唯
物
論
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
課
題
で
あ
る
」
（
四
五
ぺ
ー
ジ
）
と

の
指
摘
は
当
然
で
あ
る
。

　
弁
証
法
論
理
学
の
基
本
法
則
は
、
弁
証
法
的
唯
物
論
の
そ
れ
と
同
様

に
、
ユ
ソ
ゲ
ル
ス
の
『
自
然
弁
証
法
』
そ
し
て
ソ
連
邦
の
『
哲
学
教
程
』

に
お
い
て
も
、
Ｈ
量
の
変
化
か
ら
質
の
変
化
へ
の
移
行
の
法
則
（
量
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
（
　
四
六
）

質
の
相
互
転
化
の
法
則
）
、
一
〇
対
立
物
の
統
一
と
闘
争
の
法
則
、
嘗
否
定

の
否
定
の
法
則
の
三
つ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
関
教
授
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
順
序
と
し
て
対
立
物
の
統
一
と
闘
争

の
法
則
を
第
一
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
の
根
拠
は
、
レ
ー
ニ
ソ
が
、

『
哲
学
ノ
ー
ト
』
の
な
か
で
、
弁
証
法
の
諸
要
素
を
詳
細
に
検
討
し
、

十
六
項
目
を
指
摘
し
て
お
り
、
そ
れ
の
順
序
が
、
関
教
授
の
し
め
し
た

順
序
と
同
一
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
念
の
た
め
に
十
六
項
目
を

あ
げ
て
お
く
。

　
Ｈ
　
考
察
の
客
観
性
（
実
例
で
な
く
、
枝
葉
末
節
で
な
く
、
事
実
そ
れ
自

身
）
。

　
○
　
こ
の
事
物
の
他
の
事
物
に
た
い
す
る
多
種
多
様
な
関
係
の
全
総

体
。　

嘗
　
こ
の
事
物
（
あ
る
い
は
現
象
）
の
発
展
、
こ
の
事
物
に
１
固
有
の
運

動
、
そ
れ
に
固
有
の
生
命
。

　
因
　
こ
の
事
物
の
う
ち
に
あ
る
内
的
に
矛
盾
し
た
諸
傾
向
（
お
よ
び

諸
側
面
）
。

　
固
対
立
物
の
総
和
お
よ
び
統
一
と
し
て
の
事
物
（
現
象
．
等
々
）
。

　
内
　
こ
れ
ら
の
対
立
物
の
、
一
矛
盾
し
た
諾
動
向
、
等
々
の
、
闘
争
あ

る
い
は
展
開
。



　
他
　
分
析
と
、
綜
合
と
の
結
合
　
　
個
々
の
部
分
の
分
解
と
こ
れ
ら

の
部
分
の
総
体
、
総
計
。

　
ケ
つ
　
お
の
お
の
の
事
物
（
現
象
、
等
々
）
の
諾
関
係
は
た
ん
に
多
種

多
様
で
あ
る
ぼ
か
り
で
な
く
、
全
般
的
で
あ
り
、
普
遍
的
で
あ
る
。
お

の
お
の
の
事
物
（
現
象
、
過
程
、
等
々
）
は
〔
他
の
〕
お
の
お
の
の
事
物

と
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
的
　
た
ん
に
対
立
物
の
統
一
ば
か
り
で
た
く
、
お
の
お
の
の
規
定
、

質
、
特
徴
、
性
質
の
そ
れ
ぞ
れ
の
他
の
も
の
へ
の
〔
そ
の
対
立
物
へ
の

？
〕
移
行
。

　
匂
新
し
い
諸
側
面
、
諾
関
係
等
々
を
開
い
て
い
く
無
限
の
過
程
。

　
尚
　
事
物
、
現
象
、
過
程
、
等
々
に
か
ん
す
る
人
問
の
認
識
を
、
現

象
か
ら
本
質
へ
、
そ
れ
ほ
ど
深
く
た
い
本
質
か
ら
い
っ
そ
う
深
い
本
質

へ
と
深
く
し
て
い
く
無
限
の
過
程
。

　
曽
　
並
存
か
ら
因
果
性
へ
、
そ
し
て
連
関
と
相
互
依
存
と
の
一
つ
の

形
式
か
ら
他
の
い
っ
そ
う
深
い
、
い
っ
そ
う
普
遍
的
な
形
式
へ
。

　
曽
　
低
い
段
階
の
一
定
の
特
徴
、
性
質
、
等
友
の
高
い
段
階
に
お
げ

る
反
復
、
お
よ
び

　
寓
古
い
も
の
へ
の
外
見
上
の
復
帰
（
否
定
の
否
定
）
。

む
　
箇
　
内
容
と
形
式
と
の
闘
争
お
よ
び
そ
の
逆
の
闘
争
。
形
式
の
廃
棄
、

　
　
　
　
近
代
経
済
学
批
判
の
目
的
と
方
法
　
そ
の
一
（
小
野
）

内
容
の
改
造
。

　
肉
　
量
の
質
へ
の
移
行
お
よ
び
そ
の
逆
の
移
行
（
十
五
と
十
六
と
は
九

の
実
例
で
あ
る
）
。
　
（
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
第
三
八
巻
、
一
九
〇
１
九
一
ぺ
－
ジ
）

　
そ
れ
で
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
『
自
然
弁
証
法
』
の
な
か
で
、
弁
証
法

論
理
学
の
基
本
法
則
を
、
何
故
以
上
の
よ
う
な
順
序
で
整
理
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
基
本
法
則
の
順
序
は
、
そ
れ
は
、
へ
ー
ゲ

ル
論
理
学
の
順
序
を
整
理
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

「
こ
の
三
法
則
は
す
べ
て
、
へ
ー
ゲ
ル
に
よ
っ
て
、
彼
の
観
念
論
的
な

し
か
た
で
、
た
ん
た
る
思
惟
法
則
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

最
初
の
法
則
は
、
彼
の
論
理
学
の
第
一
部
、
存
在
論
に
お
い
て
展
開
さ

れ
、
第
二
の
法
則
は
、
彼
の
論
理
学
の
う
ち
で
も
っ
と
も
重
要
な
第
二

部
、
本
質
論
の
全
体
を
し
め
し
て
お
り
、
最
後
に
第
三
の
法
則
は
、
全

体
系
の
構
成
に
た
い
す
る
根
本
法
則
と
し
て
の
役
割
を
え
ん
じ
て
い

る
。
」
　
（
マ
ル
Ｈ
エ
ン
選
集
、
第
十
五
巻
、
五
ニ
ペ
ー
ジ
）
と
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
は

い
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
弁
証
法
論
理
学
の
基
本
法
則
を
以
上
の
よ
う
に
把
握
し

た
と
し
て
も
、
形
式
論
理
学
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ぱ
よ

い
の
か
。

　
彩
式
論
理
学
の
基
本
法
則
は
、
同
一
律
（
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
）
、
矛
盾
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
（
四
七
）
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呪
は
Ａ
以
外
の
も
の
で
は
な
い
）
、
　
排
中
律
（
Ａ
は
Ｂ
か
あ
る
い
は
Ｂ
に
あ

ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
）
お
よ
び
根
拠
充
足
律
で
あ
る
。
こ
の
基
本
法
則
の

意
義
は
、
。
合
理
的
な
思
想
は
、
そ
れ
白
身
が
首
尾
一
貫
し
た
、
矛
盾
の

な
い
、
十
分
な
根
拠
を
も
つ
も
の
で
あ
る
べ
き
で
、
矛
盾
し
た
根
拠
の

汰
い
思
想
は
、
不
合
理
で
あ
る
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
弁
証
法
論
理

学
の
基
本
法
則
（
対
立
物
の
統
一
と
聞
争
の
法
則
）
は
、
客
観
的
事
物
の

内
部
的
連
関
、
そ
の
発
生
、
発
展
お
よ
び
消
滅
の
過
程
を
把
握
す
る
た

め
に
は
、
内
部
の
矛
盾
性
、
対
立
す
る
側
面
を
、
概
念
、
判
断
、
推
理

と
い
う
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
を
使
用
し
て
、
思
惟
の
上
に
反
映
し
な
げ
れ
ば
な

ら
な
い
。
形
式
論
理
学
の
法
則
が
意
義
を
も
つ
の
は
、
客
観
的
事
物
が

相
対
的
た
静
止
の
側
面
を
、
客
観
的
に
も
つ
か
ら
で
、
こ
の
意
味
で
、

彩
式
論
理
は
決
し
て
純
粋
な
思
考
形
式
的
な
要
素
だ
げ
で
は
た
い
。
し

か
し
こ
の
こ
と
が
、
客
観
的
事
物
の
絶
対
的
な
発
展
の
側
面
を
反
映
す

る
弁
証
法
論
理
に
対
し
て
の
形
式
論
理
の
限
界
な
の
で
あ
る
。

　
弁
証
法
論
理
学
は
、
　
「
あ
ら
ゆ
る
物
質
的
、
自
然
的
、
お
よ
び
精
神

的
事
例
の
発
展
に
つ
い
て
、
す
な
わ
ち
世
界
お
よ
び
そ
の
認
識
の
あ
ら

ゆ
る
具
体
的
な
内
容
の
発
展
の
、
諾
法
則
に
か
ん
す
る
学
問
で
あ
る
。
」

（
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
、
第
三
十
八
巻
、
六
六
ぺ
ー
ジ
）
。
墾
言
す
れ
ぼ
、
　
「
世

界
認
識
の
歴
史
の
総
計
、
総
和
、
結
論
で
あ
る
。
」
（
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
、

四
八
　
（

四
八
）

第
三
十
八
巻
、
六
六
ぺ
ｉ
ジ
）
。

　
ソ
連
邦
で
は
、
一
九
五
〇
年
か
ら
五
一
年
に
か
げ
て
、
弁
証
法
論
理

学
と
形
式
論
理
学
の
関
係
、
即
ち
、
弁
証
法
論
理
学
の
体
系
の
な
か
で

の
形
式
論
理
学
の
位
置
づ
げ
に
つ
い
て
論
争
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
形
式
論
理
学
は
、
上
都
構
造
的
、
階
級
的
性
格
を
も
っ
て
お
り
、

当
然
支
配
階
級
の
階
級
支
配
の
た
め
の
道
具
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
弁
証

法
的
な
形
式
論
理
学
を
つ
く
ら
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
い
う
従
来
の
見

解
は
否
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
弁
証
法
論
理
学
は
、
よ
り
高
度
な
論
理

学
と
し
て
、
よ
り
低
い
、
彩
式
論
理
学
を
排
除
し
は
せ
ず
、
形
式
論
理

学
の
限
界
性
を
さ
し
し
め
す
の
で
あ
る
。
弁
証
法
的
論
理
学
は
、
マ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ク
ス
主
義
の
一
構
成
部
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
た
い
し
て
、
彩
式
論
理

、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

学
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
構
成
部
分
で
な
い
。
」
（
傍
点
引
用
者
『
哲
学
の

諾
問
題
』
一
九
五
一
年
六
月
号
、
「
論
理
学
の
諸
問
題
の
討
議
の
総
括
に
よ
せ
て
」

西
牟
田
久
雄
、
野
村
良
雄
訳
『
論
理
学
入
門
』
春
木
文
庫
二
五
一
ぺ
ー
ジ
）
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
基
本
的
に
妥
当
な
見
解
に
落
着
い
た
の
で
あ
る
。

関
教
授
は
、
と
こ
ろ
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
こ
の
点
に
つ
い
て
論
評
さ
れ

る
。
　
「
弁
証
法
論
理
学
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
一
構
成
都
分
で
あ
る
が
、

彫
式
論
理
学
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
構
成
部
分
で
は
な
い
」
と
い
う
主
張

は
、
行
き
す
ぎ
た
位
置
づ
げ
で
あ
る
。
げ
だ
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、



「
人
問
杜
会
最
高
の
包
括
的
な
世
界
観
」
と
し
て
成
立
し
、
　
「
す
べ
て

の
科
学
的
成
果
を
包
括
し
う
る
、
ま
た
す
べ
て
の
科
学
に
正
し
い
方
法

と
方
向
を
指
示
し
う
る
世
界
観
・
科
学
観
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
」
（
五

四
ぺ
ー
ジ
）
。
ひ
と
り
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
だ
け
が
形
式
論
理
学
の
性

格
や
役
割
を
正
し
く
位
置
づ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
弁
証
法
論
理
学
と
形

式
論
理
学
の
有
機
的
な
結
び
っ
き
を
た
し
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
ソ
同
盟

の
「
総
括
」
の
よ
う
に
、
形
式
論
理
学
を
マ
ル
ク
ス
主
義
の
構
成
部
分

か
ら
完
全
に
た
ち
き
っ
て
し
ま
え
ぱ
、
結
局
に
お
い
て
、
形
式
論
理
学

を
マ
ル
ク
ス
主
義
体
系
の
な
か
で
位
置
づ
げ
る
こ
と
を
拒
否
し
、
形
式

論
理
の
無
原
則
的
な
適
用
可
能
性
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
教

授
は
「
最
近
の
ソ
連
邦
に
お
げ
る
経
済
学
の
数
学
利
用
を
め
ぐ
る
若
干

の
行
ぎ
す
ぎ
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
論
上
の
弱
点
を
端
的
に
表
明
し
て

い
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
」
　
（
五
五
ぺ
－
ジ
）
と
い
わ
れ
る
。

総
じ
て
、
　
最
近
ソ
連
邦
に
お
い
て
導
入
さ
れ
て
い
る
近
代
経
済
理
論

（
計
量
経
済
学
、
産
業
連
関
論
等
）
に
対
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
体

系
の
な
か
で
の
批
判
的
な
位
置
づ
げ
が
不
明
な
点
が
多
い
こ
と
か
ら
し

て
、
以
上
の
よ
う
な
関
教
授
の
指
摘
は
適
切
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。　

以
上
、
近
代
経
済
学
批
判
に
ま
つ
わ
る
非
常
に
抽
象
的
・
一
般
的
な

　
　
　
　
近
代
経
済
学
批
判
の
目
的
と
方
法
　
そ
の
一
（
小
野
）

諸
論
点
に
っ
い
て
言
及
し
て
き
た
。
抽
象
的
な
論
点
で
は
、
数
学
利
用

の
問
題
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
近
代
経
済
学
」
批
判
の
性
格

規
定
と
い
う
最
重
要
な
基
本
問
題
も
の
こ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
近
い
う

ち
に
は
と
り
あ
げ
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）

（
１
）

（
２
）

（
３
）

　
Ｈ
．
く
．
内
ｏ
ｋ
箏
易
一
＞
↓
ｈ
蟹
巨
ｏ
・
ｏ
◎
箏
勺
；
罫
巨
享
Ｋ
一
お
曽
‘
は
、

「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
現
役
の
科
学
者
で
あ
っ
た
Ｊ
・
Ｍ
・
ケ
ィ
ン
ズ
や

Ｈ
・
ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
（
宕
奉
ｏ
壱
）
ら
が
、
確
率
論
の
角
度
か
ら
現
代

イ
ギ
リ
ス
科
学
論
に
与
え
た
影
響
は
巨
大
で
あ
る
が
：
・
…
」
　
（
武
谷
三

男
編
『
自
然
科
学
概
論
』
第
二
巻
八
九
ぺ
－
ジ
註
）
と
い
う
よ
う
な
評

価
を
う
け
て
い
る
。

　
菱
山
泉
「
ケ
イ
ン
ズ
に
お
け
る
不
確
定
性
の
論
理
」
（
『
思
想
』
一
九

六
七
年
四
月
号
十
ニ
ペ
ー
ジ
）
参
照
の
こ
と
。
菱
山
教
授
の
問
題
意
識

と
は
基
本
的
に
異
な
る
が
、
ケ
イ
ン
ズ
研
究
に
は
「
確
率
論
」
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
と
以
前
か
ら
思
っ
て
い
た
が
、
は
か
ら
ず
も
菱
山
教
授

が
興
味
あ
る
論
文
を
発
表
さ
れ
た
。

　
末
永
隆
甫
氏
は
「
近
代
経
済
学
と
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
」
（
『
経
済

学
全
集
１
』
筑
摩
書
房
「
経
済
学
入
門
」
別
冊
）
の
中
で
、
近
代
経
済

学
者
た
ち
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
に
対
し
て
示
す
は
げ
し
い
嫌
悪

の
情
は
、
近
代
経
済
学
が
採
用
す
る
論
理
が
、
弁
証
法
と
ち
が
う
系
譜

に
属
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
と
い
い
、
　
「
弁
証
法
的
唯
物
論
な
い
し
史
的

唯
物
論
を
、
近
代
経
済
学
が
利
用
す
る
論
理
的
方
法
に
よ
っ
て
説
明
す

る
架
橋
作
業
が
「
切
瑳
琢
磨
」
の
た
め
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
　
（
別

冊
六
ぺ
ー
ジ
）
と
い
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
（
　
四
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
一
号
）

　
近
代
経
済
学
の
利
用
す
る
論
理
方
法
に
よ
り
、
弁
証
法
的
唯
物
論
な

い
し
史
的
唯
物
論
を
説
明
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
可
能
な
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。
近
代
経
済
学
の
手
法
に
よ
っ
て
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
諸
概

念
を
再
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
代
経
済
学
の
批
判
を
す
る
こ
と
が

不
可
能
で
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
試
み
は
不
可
能
で
あ

る
。
問
題
は
、
近
代
経
済
学
の
論
理
的
方
法
自
体
が
検
討
さ
れ
る
べ
き

対
象
な
の
で
あ
る
。
こ
の
小
節
に
お
い
て
、
弁
証
法
的
唯
物
論
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
、
近
代
経
済
学
の
論
理
的
方
法
が
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
逆
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
マ
ル

ク
ス
主
義
経
済
学
は
近
代
経
済
学
の
使
用
す
る
論
理
よ
り
も
格
に
お
い

て
よ
り
高
次
の
論
理
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
〇
　
（
　
五
〇
）


